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要旨 :仮設住宅に住む高齢者には,コミュニティ形成が必要である.そ の
一方で,緑化活動が

コミュニテイ形成につながることが明らかにされている.本研究は,阪神・淡路大震災時の仮設

住宅における緑化活動が,特に高齢者のコミュニティ形成を促すことと,その場所や緑化活動内

容を明らかにすることを目的とした。そのため,仮設住宅の元居住者を調査し,当時の緑化活動

およびコミュニテイ形成の状況を,高齢者と非高齢者に分けて整理した.そ の結果,高齢者の緑

化活動は,非高齢者と比べると親密なつきあいをつくるという点でコミュニティ形成につなが

りやすいことが明らかになった。特に 「裏庭型」,「周辺型」における緑化活動が,コミュニテ

イ形成につながりやすいことが明らかになつた。
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Absttact:People who Lve in temporary hOusing areas have needs for coHIIIlunity formation.

E s p e c i a l l y  t t  G r e a t  H a n s h血‐A w a i i  E a r t h q u a k e , i t  w a s  n e e d e d  f o r  t h e  a g e d  p e o p l e  w h o  a r e  s o c i a l l y

weak.  This study exaElined the rolo of planttg acti宙 ties for coEIBluttty fOrmatlon among the

elderly people who ttve in temporary housing areas.   Inte「 成ew with residents in

Minalli‐Ashiya‐halllla pubttc housing mttcated that planting acd宙 ties sig五icantly contnbute

community formation among the residents,espeda■y for ttattL elderly people,and thett degrees

depend on the types of garden.
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はじめに                     大 震災では特に,仮設住宅における高齢者の生活が問題

仮設住宅とは,地震や火山の噴火といつた自然災害,あ  と なつた.仮 設住宅の居住者中,高齢者世帯は全体の 4

るいは大規模な火災などにより,住む場所を失つた人  々 割 を占めており,そのうち独居高齢者世帯が過半数を占

に対して,供給される住まいのことである.日 本では  め ていた (兵庫県,2000).また,生活再建が早い非高齢者

1947年 に制定された災害救助法によつてその設置基準  に 対し,経済的基盤の弱い高齢者は,仮設住宅に長く住ま

が定められたが,50年 の経過と共に現状とそぐわないも  ざ るを得なかつた事実もあつた.以上のことから,特に高

のとなつてきた.                  齢 者に考慮し,仮設住宅の設置基準が改善されることが

仮設住宅は,2年 間の期限が定められた,仮の宿として  望 まれている。

扱われてきたが,1990年代に起きた雲仙普賢岳の噴火,   阪 神・淡路大震災における仮設住宅の環境に関しては,

北海道南西沖地震等の大災害を契機として,使用期限が  住 宅の断熱性や遮音性等,居住性についての研究 (山戸

延長された。1995年に起きた阪神・淡路大震災時では,5  ら ,1996)や,周辺の騒音などの構造問題,道路のすぐそば

年に及ぶ使用延長も見られた。今日,仮設住宅は長期間住  に 面する立地上の問題が提議される(大村ら,1996)など,

む空間として,使用期限を延長し,住宅設備を良くする等  こ れまで住宅を中心とした研究がなされている.そ の
一

の新たな設置基準が求められている (牧ら,1995)。また,  方 で,仮設住宅が元居住地から遠隔地に建てられること

これまで設置されてきた仮設住宅は,短期居住を範疇と  が 多かつたという経緯から,つきあいなどのコミュニテ

していたため,家を追われて精神的ダメージを受けた者  イ の崩壊が指摘され (松隈ら,1996),仮設住宅でコミュ

が住むということを考慮したものではない。阪神 ・淡路  エ ティを形成させるための仕掛け作りの必要性が提唱さ
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